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論文の内容の要旨 






















































 エルマン・デルスニスは 1920 年代日仏美術交流に重要な役割を果たした人物ではあるものの、彼が
扱った作品の散逸や記録資料の少なさにより、日本においてもフランスにおいても十分な研究がなされ
ているとは言い難い。そうした状況において、著者は外務省資料やデルスニスの仏文インタビュー記事
などの新資料を発掘し、これまで不明な部分があった仏展の開催経緯や地方への展開について詳細に論
述している。また、東京府美術館の建築図面と仏展展示記録写真を照合し、さらにオルセー美術館の所
蔵作品データベースも活用し、これまで不明であった展示作品の特定をなし得た点、さらにデルスニス
晩年の活動について解明した点など、デルスニス研究に大いなる進展をもたらしたことは評価に値する。
また、同時代の大原コレクションや松方コレクションと違い、デルスニスの将来作品は、少数の作品を
除いて、美術館での収集保存とはならなかったが、多大な数の日本人が個人でフランス美術品を持つこ
とができた。こうした日本各地へのフランス美術の普及流通を芸術支援の観点から意義付けた点も本論
文の功績である。仏展日本残留作品の詳細な調査やフランス側資料の更なる渉猟などが今後の研究課題
として残されているが、エルマン・デルスニスの展覧会活動を包括的に解明し、1920 年代日仏美術交
流研究に新知見をもたらした点は高く評価されるべきものである。 
 
平成２９年１月１２日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（芸術学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
